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編 集 後 記

　今月の特集は「エピジェネティックス」．比較的新
しい臨床遺伝学分野がテーマであり，読み応えのあ
る内容となっています．「小児科医が知っておくべ
き基礎知識」とは言いつつ，本書を手に取り読みだ
すには覚悟が必要かも知れません．
　まずは鏡雅代先生に総論を担当していただきまし
た．その中で，エピジェネティクス修飾の可視化が
未診断症例の診断に大きく寄与する可能性について
強調しておられます．廣野恵一先生には，先天性心
疾患や川崎病などの小児循環器疾患について，齋藤
伸治先生には小児神経疾患について，いずれも重大
な疾患の病態解明にエピジェネティックの知識，技
術が大きく貢献していることが紹介されています．
　小林靖子先生にはアレルギー疾患の分野で，子宮
内を含めた環境因子がかかわるエピジェネティク
ス，それらをふまえた発症メカニズムの解明，治療
薬の開発にまで話題を広げていただきました．緒方
勤先生には，インプリンティングが胎児と胎盤の成
長に密接にかかわっているという見逃されがちな事
実についても概説いただきました．
　長野智那先生には腎の発生に始まり，先天性腎尿
路奇形，さらには急性腎障害の発症とエピゲノム調
節について説明していただきました．また，miRNA
をターゲットとした核酸医薬についてもご紹介いた

だきました．井上祐三朗先生には全身性エリテマ
トーデス，若年性特発性関節炎を例に，自己免疫・
自己炎症とエピジェネティクス修飾についてご説明
いただきました．いずれも，発生学や免疫学領域で
のエピジェネティクスの重要性を実感させられる内
容です．
　三宅邦夫先生には，精神疾患におけるエピジェネ
ティクスについて研究の成果と問題点をご説明いた
だき，発症にかかわる環境要因についても触れてい
ただきました．寒竹正人先生には自然早産に関与す
る多くの因子の相互作用とエピジェネティクスにつ
いてご説明いただきました．多数の因子が関与する
複雑な病態の理解にエピジェネティクスの知識が必
要とされていることがよく分かります．
　いずれの執筆者も，診断技術の向上とその先に見
えてきた治療戦略について言及されていることが印
象的です．最先端の臨床遺伝学がいよいよ臨床の場
で活用され，日常診療に不可欠のものになりつつあ
ること，つまり“小児科医も知っておくべき基礎知
識”になりつつあることを実感させる特集です．こ
こは腰を据えて，じっくり通読されることをお勧め
いたします．

 （高橋　孝雄）
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